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60 30 %と回答している 歳以上の経営者は全体の約半数を占め 次代を担う 代以下の若手経営者はわずか６。 、





要因を指摘する声が商店街関係者から上がっている（例えば中小企業庁〔 〕を参照 。こういった声に2013 ）
対応するように、各地で商店街活性化に向けた取り組みが活発化している。特に、買い物弱者対応や子育て
支援などコミュニティ機能を商店街が継続的に支援することを通じて、地域と商店街の一体的な活性化を目
指す事例が注目される（藤津〔 、川上〔 、北村〔 、小室・中山〔 、横内・後藤・佐藤2011 2011 2013 2006〕 〕 〕 〕
〔 〕参照 。ここ名寄駅前商店街でも、大学・農業団体・福祉団体などの連携により、地域の子どもた2012 ）
ちに遊びの空間を提供する「商店街あそびの広場」が 年より開催されている。2012
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あそびの広場の実施にいたる経緯は、 年に 児童画展実行委員会 の委員が名寄市立大学を訪2010 MOA １）
問し、同大学児童学科教員に絵画作品の展示を要請したことから始まる。これを受けて、児童学科教員の担
当する授業で学生が作った作品を展示するかたちで協力することになった。同委員会は名寄市内で児童・生

















MOA 2012 MOA児童学科教員が 児童画展実行委員とともに基本的なイメージを作り上げた後、 年６月に
、 、 、 、 、「 」児童画展実行委員会 商店街団体 商工会議所 名寄市 教育委員会と会合をもち 商店街あそびの広場
実行委員会を立ちあげて実施することが決まった。委員長には児童学科教員が就任した。第１回目のあそび









第２回目のあそびの広場は、 年９月 日に実施された。2013 21







































り商店街 南６丁目 ・サンピラー商店街 南（ ） （
５丁目 ・名寄名店街（三条通）の３商店街）




























表 　 年度商店街あそびの広場の実体制1 2013


























まず、来場者向けアンケートの結果である。回答者総数は で、性別構成は女性 ・男性１、年齢構成21 20
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ると思われ、約４分の３があそびの広場に初参加であった。
あそびの広場に参加した理由（複数回答、回答数 ）は、回答が多かった順に「子どもが参加したかっ26
た」 （ 「子どもの絵が展示される」６（ 「自分が参加したかった」４（ 「友人・知人に14 54% 23% 15%）、 ）、 ）、
誘われた」２（８ ）であり、自分の子どもが媒介項となって参加した来場者が８割程度を占めた。あそび%
（ 、 ） 、 （ ）、の広場開催を知った媒体 複数回答 回答数 は 小学校・幼稚園・保育園で配布されたビラ33 16 48%
市公報などのビラ８（ 、新聞４（ 、友人・知人からの口コミ３（９ ）であった。紙媒体のビラが24% 12% %） ）
全体の４分の３を占めている。
各企画への参加動向 （複数回答、回答数 ）は、スタンプラリー （ 、迷路 （ 、バルー２） 110 13 12% 12 11%） ）
ンづくり （ 、ジャグリング・人形劇８（７ 、牧草ロールお絵かき・巨大ひまわりアート・ひまわ11 10% %） ）
（ ）、 （ ） 。りの絵コンクール・折り染め体験・生花茶の湯体験６ ６ 積み木・絵本紙芝居５ ５ などであった% %
また、回答者に、参加した企画の中からよかったと思う企画を１位から３位まで選んでもらい、その１位か
ら３位までの回答数合計を各企画を特に支持した人数とみなして各企画の支持率を求めた（各企画支持率＝
特に支持した人数／各企画参加数 。支持率が高かった順に、糸遊び・折り染め体験 、バルーンづくり） 100%
、 、 、 、 （ 、70% 67% 62% 57% 50%牧草ロールお絵かき 人形劇 ジャグリング 生花・茶の湯体験 などである ただし
参加数４名未満の企画は除外 。ただし、この評価は保護者によるものであり、子ども自身の評価でないこ）
とに留意すべきである。











































2003 18 17項目を設定した 妹尾・高木 の ボランティア活動動機測定尺度 項目と 援助成果測定尺度。 〔 〕 「 」 「 」
20項目を参考に、前者に「教員・友人に誘われたから 「商店街に興味があったから」の２項目を追加して」
項目、後者から１項目を削除した上で「あそびの広場に参加してよかった 「来年も遊びの広場に参加した」
い」の２項目を追加して 項目、合計 項目の質問を行った。回答結果には「強くそう思う」５点 「や18 35 、
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項目３「自分の持っている知識、技術を使う練習になる （ ）の３項目の平均値が高い。自らのもつ知」 4.45
、 、 、識や技術を試すことができ 将来的に役に立つ経験ができ なおかつ他人にも喜んでもらえるという動機で
あそびの広場に参加した学生が多いと示唆できる。一方で、相対的に平均値が低い項目のうち、注目される
のが項目 「友人を得ることができる （ ）と項目 「商店街に興味があったから （ ）である。15 3.09 20 3.18」 」




、 「 」（ ）、 「 」（ ）、は 項目 あそびの広場に参加してよかった 項目 来年もあそびの広場に参加したい17 4.91 18 4.91
項目２「活動そのものが楽しめた （ 、項目３「人に対して思いやることを意識できた （ 、項目」 ） 」 ）4.73 4.45
５「活動を通じて喜びや感動を経験した （ 、項目 「 もっと～したい』と自分自身を高める目標が」 ） 『4.45 11















































評価もあり 「来年もあそびの広場に参加したい」という質問に対して、 名中 名の学生が「強くそう、 11 10
思う」と回答している。表４の結果と合わせて考えると、動機付けの内容に対応した成果が得られた点が高
評価の要因と考えられる。
それに対して、相対的に平均値が低かったのが、項目１「仲の良い友達ができた （ 、項目 「新」 ）3.27 12




来年度以降のあそびの広場への要望（回答数 ）は 「特に要望はない」が５と半数を占めたが 「休憩10 、 、









２回」が最も多く、来場者で 、学生で であ55% 46%
30% 45%る 次に ほとんど利用しない が同じく。 「 」 、
と続く。すなわち 「月に１～２回」以下の利用状、




































理由 回答数 比率（%） 理由 回答数 比率（%）
魅力ある店がある 5 56 商店街以外の店で用事がすむ 5 26
自宅・大学から近い 1 11 どこで何が売られているか知らない 4 21
買い物が一度ですむ 1 11 時間がない 3 16
商店街の雰囲気がよい 1 11 自宅・大学から遠い 3 16
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どこから情報を得るのか知らない という回答が５で最も多かった 続いて 実際に店を見て ３ ・ 大「 」 。 、「 」（ ）「




















る 「地味な ・ 閑散とし。 」「












































































「商店街マップ作成 ・ 商店街ホームページの充実 （来場者のみ、学生では回答ゼロ）といった情報提供」「 」

























要望 回答数 比率（%） 要望 回答数 比率（%）
*子どもの遊び場の充実 11 26 *学生向けサービスの充実 8 18
空き店舗の活用 8 19 空き店舗の活用 7 16






イベントの充実 4 10 *若者世代の商品を扱う店 4 9
有機野菜等の取り扱い 3 7 商店街マップ作成 3 7
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